
水溶性レモン果実エキス末



地中海式ダイエットにおいて
柑橘類は主要な食品由来
フラボノイド

Wellemonを摂取し
ヘスペリジンと比較
→30倍近くもの活性
代謝物濃度を確認‼
(下記文献参照)

Wellemonとは・・・︖
完全水抽出法:
超純水だけを使用し
レモンの天然成分を
濃縮抽出
残留揮発性溶媒の
不純物を含みません。

Wellemonはスペイン産のレモン(Citrus limon L.)から
抽出した天然水溶性フラボノイド(エリオシトリン)を規格化

推奨摂取量
100~300mg

エリオシトリンやヘスペリジンのようなフラバノンは、主に柑橘類に含まれており、
特にレモンには⾼濃度のエリオシトリン(eriodictyol-7-O-rutinoside)が
含まれています。

水に溶けやすい分子構造を持つWellemonのエリオシトリンは、その類縁物質
(ヘスペリジン等)と比較すると、⽣体での利用効率もよいことが示されています。

柑橘類のフラバノン(Wellemonのエリオシトリンも含む)は、心血管の代謝や、
静脈系の機能、認知機能や健康的なエイジングをサポートすることが文献等で
知られています1,2,3,4,9,10,13。

柑橘類のフラバノンの健康への貢献は、その低い⽣体利用効率のため、限度が
あります。Wellemonは、エリオシトリンが豊富に含まれる溶解性の⾼いレモン
抽出物で、臨床試験ではヘスペリジンよりも⽣体利用効率が良いことが示されて
います。

⽇常的に摂取することで、⽣体での利用効率が良くなり健康効果が継続される
ことが期待できます。



水への⾼い溶解性
B環(緑色の印)にヒドロキシル基(OH)があると、フラバノンの水への
溶解性が上昇し、メトキシ基(赤色の印)があると下がります。

ナリンジン 溶解性: 40μg/ml

エリオシトリン 溶解性: 4000μg/ml

ヘスペリジン 溶解性: 4μg/ml

⾼い⽣体利用効率

ヒト対象の薬物動態研究で、レモン(Wellemon)由来のエリオシトリンと、
オレンジ由来のヘスペリジン代謝物を比較

エリオシトリンの⽅がヘスペリジンよりも代謝物濃度が⾼い

血中代謝物

エリオジクチ
オール由来

血中代謝物

ヘスペレチン
由来

ヒト臨床試験では、エリオシトリンを摂取すると、血中および、尿中の
最終代謝物量は、ヘスペリジン摂取後よりも30倍以上⾼い

エリオシトリンのようなフラバノンは、腸内
微⽣物叢に取込まれ、加水分解されます。
エリオシトリンは、エリオジクチオールになり、
ヘスペリジンはヘスペレチンになります。

腸内微⽣物叢の取り込みは、フラバノンの
溶解性に依存。フラバノンの溶解性が⾼い
ほど、加水分解が進みます。

バランスが崩れてしまった腸内微⽣物叢と、
溶解性の悪いフラバノンが重なってしまうと、
腸内微⽣物叢の加水分解能が弱まります。
エリオシトリンは、⾼い溶解性を持つため、
代謝をサポート!!

期待される健康効果
エリオシトリンは溶解性が⾼いため、フラバノン類の代謝効率が低くても、活性代謝物量を
⾼濃度で保つことができます。

酸化ストレスに対する⾼い防御効果
心血管系の健康を保ち、微小循環や肌の柔軟性をサポート



抗酸化フラバノンであるエリオシトリンを規格化した天然のレモン果実
エキス
心血管の代謝や、静脈系の機能、認知機能や健康的なエイジングを
サポート

肌に対しても・・・
抗炎症反応、紫外線防御、創傷ケア、抗菌機能、ブライトニンング、
肌のハリ等を改善

Wellemonのエリオシトリンは⾼い溶解性と⽣体効率性

完全水抽出法でレモンが持つ天然成分を抽出

今回、提供させていただいた弊社製品の資料のお取り扱いに関しては、貴社との信頼関係のもとに提供させていただいたものであり、貴社の知的財産権等へのご利⽤は、
お断り申し上げます。また、提供させていただいた資料中で使⽤している表現を貴社製品の販売促進⽤資料等にそのままご利⽤することは、ご遠慮願います。
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